
≪ 第 125回 エフエムぬまづ番組審議会 議事録 ≫ 

 

1 開催年月日        平成 31年 3月 8日（金）17:30より 

 

2 開催場所         沼津市寿町 8-28 メディアプラザ 1F会議室 

 

3 委員出席 

委員総数         5名 

出席委員数        3名 

 

出席委員氏名       荻生 昌平 

             千野 慎一郎 

             大川 皓平 

 

欠席委員氏名       保坂 典子 

井上 純代 

 

放送事業者側出席者名   杉山 康則 

             澤井 宏幸 

 

4 議題            聴取番組名「ぬまっぽ」 

平成 31年 3月 5日（火）11:30～12:00 放送分 

パーソナリティ：高橋裕一郎 

 

5 審議内容 

（事業者側：澤井） 定刻になりましたので、只今から第 125回番組審議会を開催致します。 

本日、保坂委員、井上委員は都合により欠席となりますが、委員総数の 2分の 1 

以上の出席となりますので番組審議会は成立致します。 

本日、ご審議頂く番組は、毎週火曜日 11:30から放送しております「ぬまっぽ」 

となります。 

パーソナリティは、イベントMC・音響・プロデュース、婚礼司会、スポーツ実況、 

コンサート司会等、地域のお祭りの司会から、ラジオ・テレビ等の CM までこな 



す、高橋裕一郎さんです。この番組は 2016年からスタートしており、沼津愛をより 

一歩深める情報番組です。今回聞いていただきますのは、毎週異なったプログ 

ラム構成のうち、「道の駅の道」です。それではよろしくお願いします。 

 

（ 番 組 視 聴 ） 

 

（荻生委員長）  それでは、審議に入ります。今回は、道の駅の紹介ということで、わたしたちは小冊 

子を見ながら聞いてますので良くわかりますが、放送を聴いている方はどうかなと思 

いました。それでは、大川委員の方から感想をお願いします。 

 

（大川委員）  やはり資料を見ながら聞いたので、そうではない方が、商品・施設・インスタ映えとか

の話がありましたが、見た目の想像が、説明がほぼ無かったので、冊子を見て頂き

たいからなのか、わざと説明しないのか、多少は説明が欲しかったです。説明があ

ればイメージが湧きやすいのではないかと思いました。そもそもこの冊子をどこで手

に入れることが出来るのか、そのような情報を最初と終わりに入れてもらった方がよ

り良いのではないのかと思いました。自分もこの冊子のことは知らなくて、わからな

かったので、そのような情報は欲しいと思いました。内容としては、冊子の内容を一

気に紹介していたが、広告ページまで紹介しているのは、ちょっと違和感を感じまし

たが、それも配慮があるのかなとは思いました。 

 

（千野委員）   特にスタートの表紙の説明を一生懸命しているのですが、聴いている人は理解でき

ないのではないかと思いました。あとは自分も行ったことがある場所はイメージが湧

きますが、表紙の浮世絵の情報に関しては、言葉で紹介するのは難しいのではな

いかと思います。また、一緒に出演していた女性の方について、愛称で呼んでいた

が、いつも聴いている人はわかるとは思うが、初めて聴く人に対しては紹介等が欲

しかったです。BGM が少し耳障りで、トークを邪魔している感じがして、少し大きい

なと感じました。あと、できれば、この地域に近いところをより詳しくやってもらえれば

よかったと思いました。沼津の道の駅についても話していますが、まだ具体的に決

まっていないことであります。聴く人によっては、これを聴いて、すぐにでも工事に着

工・完成するようなイメージにとられてしまうかもしれないです。 

 

（荻生委員長）  道の駅は、これから観光拠点として使われていくと思います。沼津にも複数の道 



           の駅が出来ていくことによって、いずれの情報をスマホで見てから行く人が多くな 

っていきます。この冊子にも記載されていますが、QR コードで情報を得ることが出 

来るようになり、FM もスマホを利用して災害放送を含めて、スマホが必要な時代と 

なっていきます。 

 

（大川委員）  自分もスマホでラジオを聴いているが、通常のラジオよりスマホの方が音質が良いと 

感じます。今回の道の駅の冊子情報については、デジタルブックとして、WEBで同じ 

情報が見られることも番組内で紹介していただいた方がよいと思います。その場で聴 

きながらみてくれる人もいるかもしれません。 

 

（事業者側：澤井） 先にネットでも見れるという説明を入れるべきであり、資料を見ながら聴いてもらう 

方がわかり易かったと思います。 

 

（事業者側：杉山） 事前に説明を入れたり、スマホで見られるとか、事前に弊社ホームページにリン 

クを貼っておくとか、それを見ながら聴いてもらう方法をとればもっと面白かったの 

ではないかと思います。作るだけではなく、いかに聴取者に理解してもらうかも大 

事だと思います。 

 

（荻生委員長）  パーソナリティの高橋さんはなかなか面白いです。アシスタントの女性との話の雰囲

気も楽しいそうでとても良かったです。楽しそうな雰囲気がよく伝わってきます。 

 

（事業者側：澤井） 審議委員の皆様から頂いた意見は、番組パーソナリティー、ディレクターに伝え、

聴いている人が出来る限りわかり易い番組となるようにしていきます。また、他の

番組でも同様な形で今後制作していきたいと思います。 

 

（荻生委員長）  色々なメディアが融合、コラボレーションして、良い情報が提供できれば良いと思い

ます。 

 

6 審議会での意見についてとった措置について 

   各委員からの意見や感想については、今後の自社制作番組に活かし、より良い番組作 

りをする検討材料としました。ご指摘を受けた点は、番組担当に伝え、改善するよう 

指示します。 



7 審議会の内容の公表 

 

公表の方法  自社ホームページ（http://www.coast-fm.com/index.html）にて公表 

公表内容   番組審議会議事録 

公表年月日  平成 31年 4月 1日 

 

8 その他の参考事項 

 

次回番組審議会は、平成 31年 5月 10日（金）17:30より開催 

http://www.coast-fm.com/index.html

